
☐

☐

☑

☐ 環境
☑

☐

☑

☐

☐

＜パートナーシップ＞

☐

☐

☑

☐

☑

☐

☑

☐

☐

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等
も記載してください。

環境

行政と連携して電子申請率を高める。 30％　→　80％

電子申請が可能な申請にお
ける電子申請率は50％ほど
であった。当事務所と顧客の
効果効率を考慮した場合、紙
申請にせざる得ない場合が
多かった。

社会

経済

環境

法令順守、個人情報の保護を徹底する。
絶対にトラブルを発生
させない。

トラブル、問題は発生してい
ない。

社会

経済

環境

国民と行政の架け橋となり、双方へ貢献する。
対応できる業務を年
間２種類増やす。

新しい業務の依頼は、相談か
ら許可申請まで２種類、対応
できた。しかし、倉庫業許可
は、建築士等の協力事務所
が必要であるが、協力事務
所が見つからず対応できな
かった。

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

行政書士事務所としてステークホルダーとの連携を図り、国民と行政との架け橋としての役割分担を認識し、
より良い社会を構築する為に貢献する。

環境

国民と行政の架け橋となり、双方へ貢献する。
対応できる業種を年１業種は増やす。
（例　飲食業　製造業など）

社会

経済

法令順守、個人情報の保護を徹底する。 絶対にトラブルは発生させない。社会

経済

環境

行政と連携して電子申請率を高める。
経営事項審査電子申請率
42％→80％

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 行政書士横田事務所

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

持続可能な社会を構築するために、社会の中で責任と品格ある立場を築き、全従業員が名誉と誇りをもって、
社会貢献として仕事ができる事務所を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


